
＜様式１＞

平成　29年　09月　04日

国土交通大臣　　殿

※）

株式会社大住産業

山口県岩国市山手町2丁目17-10

08-2722-1381

株式会社大住産業

松本　英典 印

08-2722-1383

hideyan1011@gmail.com

事務局電話番号

事務局FAX

事務局担当者E-mail

事務局所在地

（グループ事務局）

事務局事業者名

山口県岩国市山手町2丁目17-10

08-2722-1381

740-0022

事務局担当者名

いわくに　地域住宅協議会

04-0353-0634

事務局郵便番号

（グループ代表者）

代表者名 松本　　英典 代表者印

代表者所属先

代表者所在地

代表者電話番号

【平成２９年度】

日付以外は、様式2-1からリンクする為、入力は必要はありません。

直近採択グループ番号

地域型住宅グリーン化事業　適用申請書

本申請書の内容により、地域型住宅グリーン化事業の適用を申請します。
この申請書及び添付資料に記載の事項は、事実に相違ありません。

地域型住宅の名称 錦川流域住宅

グループの名称



＜地域型住宅の生産体制＞ ＜様式２－１＞

１．地域型住宅の名称（必須）

２．グループの名称(必須）

３．直近採択グループ番号（必須）

４．地域型住宅供給対象地域（必須）

５．結成年（必須） 年

６．グループ代表者名（必須）

７．グループ代表者の所属先（必須）

８．グループ代表者所在地（必須）

９．グループ代表者電話番号（必須）

１０．グループ事務局事業者名（必須）

１１．グループ事務局担当者名（必須）

１２．グループ事務局郵便番号（必須）

１３．グループ事務局所在地（必須）

１４．グループ事務局電話番号（必須）

１５．グループ事務局FAX番号（必須）

１６．グループ事務局担当者E-mail（必須）

Ⅰ．原木供給

Ⅱ．製材・集成材製造・合板製造

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く)

Ⅳ．プレカット

Ⅴ．設計

Ⅵ．施工

Ⅶ．木材を扱わない流通

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

番号記入欄

■ 3
■ 3
□ 2
□ 2
□ 2
□ 2

1

1

1

1

3

山口県 国内

県産木材産地証明書広島県産材

国外

地域材の産地

          

Ａ．使用する地域材に関する事項　（必須）

対象となる地域材の名称

愛媛県産材

原産地証明

山口県産材 県産木材産地証明書

県産木材産地証明書

3

宮崎県産材

国内広島県

県産木材産地証明書

2

8

1

認証制度等の名称
※以下該当の1、2、3の番号を番号記入欄に記入してください。
　1.都道府県の産地認証制度等によるもの
　2.民間の第三者機関による認証制度(FSC、PEFC、SGEC等)
　3.林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性のため
     のガイドライン(平成18年2月)に基づき合法性が証明されるもの
　4.クリーンウッドに基づき合法であることが確認された木材・木材
     製品（合法伐採木材等証明）

0

2

国内・国外

山口県岩国市山手町2丁目17-10

08-2722-1381

株式会社大住産業

6

hideyan1011@gmail.com

（構成員数）   （構成員を含まない理由）

5

松本　英典

740-0022

山口県岩国市山手町2丁目17-10

08-2722-1381

08-2722-1383

錦川流域住宅

いわくに　地域住宅協議会

04-0353-0634

山口県　　広島県　　山口県東部周辺

松本　　英典

2016

株式会社大住産業

国内

愛媛県 国内

宮崎県

米松 外国

全国

国外

国外

合法木材証明制度を利用する

合法木材証明制度を利用する

PEFC認証制度を利用する

SGEC認証制度を利用する

FSC認証制度を利用する

FIPC認証制度を利用する

国内

国外

国外

国内

国内

国内全国

全国

全国



戸

戸

戸

戸

戸

戸

1 戸

戸

戸

戸

戸

戸

4 戸

2 戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

2 戸

戸

戸

戸

戸

戸

棟

㎡

6 棟

㎡

D．当提案が採択された場合の各住宅事業者に
　　おける補助対象戸数の配分ルール　（必須）

1 戸 戸 0 戸

戸 戸 戸

1 戸 1 戸 1 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

戸 戸 戸

1 戸 戸 0 戸

戸 戸 戸

棟 棟 戸

㎡ ㎡ ㎡

長寿命型（長期優良住宅）

未経験工務店による申請戸数

高度省エネ型
（認定低炭素住宅）の申請戸数

高度省エネ型
（性能向上計画認定住宅）の申請戸数

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

未経験工務店（4戸（8戸）未満）による申請戸数

申請が未確定（上限100万円）

優良建築物の申請棟数

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が未確定

申請が確実 

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

E．平成２８年度の執行状況（必須）

優良建築物型

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

C．平成２９年度当初予算における補助対象の
　　優良建築物の申請要望棟数及び床面積

完了実績（竣工予定含む）床面積

高度省エネ型（認定低炭素住宅）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

長寿命型（長期優良住宅）

申請が確実（上限165万円）

申請が未確定（上限165万円）

 Ｂ．平成２９年度における補助対象の木

造住宅

      の申請要望戸数、地域材加算要望戸

数、

      三世代同居対応加算要望戸数 （必須）

加算
申請 上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が未確定（上限20万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が未確定（上限30万円）

申請が確実（上限100万円）

長寿命型（長期優良住宅）

経験工務店による申請戸数

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

申請が未確定（上限150万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

加算
申請

加算
申請

申請が確実（上限100万円）

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

申請が未確定（上限100万円）

参加希望施工業者への均等配分を目指す。長寿命型を推奨とするが、お施主様の希望、施工業者の意向を配慮し他のタイプを順次配分する。

高度省エネ型（ゼロ・エネルギー）

経験工務店（4戸（8戸）以上）による申請戸数

申請が確実（上限150万円）

加算
申請

上記の内、地域材加算の申請が確実（上限20万円）

交付申請戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

高度省エネ型（性能向上計画認定住宅）

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

加算
申請

上記の内、三世代同居加算の申請が確実（上限30万円）

当初予算　採択戸数 交付申請戸数

当初予算　採択床面積 交付申請床面積

当初予算　 　採択棟数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）棟数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

補正予算　採択戸数

補正予算　採択戸数 交付申請戸数

完了実績（竣工予定含む）戸数

当初予算　採択戸数 交付申請戸数 完了実績（竣工予定含む）戸数

交付申請戸数

補正予算　採択戸数



＜様式 2-2・Ⅰ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

35 Ⅰ - 9 吉川林産興業　株式会社 741-0081

38 Ⅰ - 10 久万広域森林組合 791-1201

34 Ⅰ - 11 ひろしま木材事業協同組合 737-0134

45 Ⅰ - 12 都城地区製材業　協同組合 885-1103

34 Ⅰ - 13 広島県森林組合連合会 730-0012

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ -

Ⅰ．原木供給

広島県広島市中区上八丁堀8番23号 0822-28-5111

愛媛県上浮穴郡久万高原町久万265番地3 0892-21-1255

広島県呉市広多賀谷3-1-1 0823-71-7141

宮崎県都城市上水流町2878 0986-36-3010

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅰ．原木供給（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に原木供給者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて原木供給者を含まないことがある場合の理由

電話番号

0827-41-0002山口県岩国市横山2-7-6

構成員
番号

所在地



＜様式 2-2・Ⅱ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

38 Ⅱ - 10 久万広域森林組合 791-1201

34 Ⅱ - 14 株式会社　名明材木店 739-1105

34 Ⅱ - 15 中国木材　株式会社 737-0134

35 Ⅱ - 16 株式会社　マルホ 740-0003

45 Ⅱ - 17 外山木材　株式会社 885-0075

33 Ⅱ - 18 山下木材　株式会社 719-3203

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

Ⅱ -

岡山県真庭市富尾218

0823-71-7141

Ⅱ．製材・集成材・合板製造

山口県岩国市飯田町1丁目3番地37号 0827-21-8191

宮崎県都城市八幡町18街区7号 0986-22-0176

愛媛県上浮穴郡久万高原町久万265番地3 0892-21-1255

0867-42-1100

広島県安芸高田市甲田町下甲立224-1 0826-45-2451

広島県呉市広多賀谷3-1-1

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅱ．製材・集成材・合板製造（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に製材・集成材・合板製造業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて製材・集成材・合板製造業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅲ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

34 Ⅲ - 14 株式会社　名明材木店 739-1105

35 Ⅲ - 19 株式会社　大住産業 740-0022

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ -

Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く）

広島県安芸高田市甲田町下甲立224-1 0826-45-2451

山口県岩国市山手町2丁目17-10 0827-22-1381

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅲ．建材流通（木材を扱わない事業者を除く、長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいて建材流通（木材を扱わない事業者を除く）を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅳ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

34 Ⅳ - 20 キリン木材　株式会社 738-0021

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

Ⅳ -

広島県廿日市市木材港北9-2 0829-31-5240

Ⅳ．プレカット

＜グループ構成員記入用リスト＞　Ⅳ．プレカット（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員にプレカット事業者を含まない場合、及びグループにおける地域材供給ルートにおいてプレカット事業者を含まないことがある場合の理由

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅴ＞

○ ○

35 Ⅴ - 21 貞永建築事務所 740-1426 ○

13 Ⅴ - 22 ジャパン建材　株式会社 136-8405 ○

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ -

Ⅴ．設計

省エネ
講習
受講
予定

構成員
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号

山口県岩国市由宇町由宇崎4番21号 0827-62-0055

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅴ．設計（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

グループ構成員に設計事業者を含まない場合、その理由

県
番号

省エネ
講習

修了済

東京都江東区新木場1丁目7番22号 03-5534-3711



＜様式 2-2・Ⅵ-1＞

35 Ⅵ - 1 49363 株式会社　河中工務店 740-0034 ○

35 Ⅵ - 2 49389 サンセーキシステム　有限会社 740-0016 ○

35 Ⅵ - 3 49444 有限会社　正兼建設 740-0035 ○

35 Ⅵ - 4 49447 株式会社　西岡住建 741-0071 ○

35 Ⅵ - 5 49463 株式会社　　匠　建装 740-1222 ○

35 Ⅵ - 6 49470 瀧川建設　株式会社 740-0022 ○

35 Ⅵ - 7 49486 有限会社　長瀬工務店 740-0031 ○

35 Ⅵ - 8 49544 有限会社　栄和建設 741-0082 ○

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

Ⅵ -

山口県岩国市門前町４丁目５－１０ 0827-31-6288

山口県岩国市川西４丁目９番３４号 0827-41-1563

山口県岩国市牛野谷町２丁目２７－１６ 0827-31-1254

山口県岩国市美和町田ノ口４２４－２ 0827-96-0510

山口県岩国市山手町１丁目１０番１号 0827-29-2321

山口県岩国市南岩国町３丁目１７－１４ 0827-31-7288

山口県岩国市三笠町２－６－２９ 0827-23-2192

山口県岩国市海土路町２丁目２９－５１ 0827-32-6181

省エネ
講習

修了済

省エネ
講習
受講
予定

Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通） 8 ○ ○

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ．施工-1（長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

県
番号

構成員
番号

事業者
番号

事業者名 代表者名 郵便番号 所在地 電話番号



＜様式 2-2・Ⅵ-2＞

県
番号

事業者
番号

事業者名
被災地
に該当

ZEHビ
ルダー
に該当

BELS工
務店に
該当

○ ○

35 Ⅵ - 1 49363 株式会社　河中工務店 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 2 49389 サンセーキシステム　有限会社 1 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 3 49444 有限会社　正兼建設 3 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 4 49447 株式会社　西岡住建 2 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 5 49463 株式会社　　匠　建装 4 戸 4 戸 0 戸 0 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 6 49470 瀧川建設　株式会社 1 戸 1 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 7 49486 有限会社　長瀬工務店 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

35 Ⅵ - 8 49544 有限会社　栄和建設 2 戸 2 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ⅵ - 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 ㎡ ㎡

Ｈ28年実績 直近3年平均

○
うち木造長期優良住宅

の実績
うち木造認定低炭素住宅

の実績
うち木造ゼロエネ住宅

の実績

Ｈ28年実績 直近3年平均

○ ○

Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均 Ｈ28年実績 直近3年平均

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅵ． 施工－2 （長寿命型、高度省エネ型、優良建築物共通）

構成員
番号

平成28年（1月～12月）の元請実績及び直近3年の年平均元請実績
補助金
の活用
実績

Ⅵ．施工-2
元請の

新築住宅供給戸数
優良建築物の

着工床面積の実績
長期優
良住宅

ゼロエ
ネ住宅



＜様式 2-2・Ⅶ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

13 Ⅶ - 22 ジャパン建材　株式会社 136-8405

34 Ⅶ - 23 小林　株式会社 734-0005

23 Ⅶ - 24 株式会社　井桁藤 455-0831

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

Ⅶ -

0822-53-1171広島県広島市南区翠5丁目21番13号

愛知県名古屋市港区十一屋一丁目15番地 052-747-3118

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅶ．木材を扱わない流通

構成員
番号

所在地 電話番号

東京都江東区新木場1丁目7番22号 03-5534-3711

Ⅶ．木材を扱わない流通



＜様式 2-2・Ⅷ＞

県
番号

事業者名 代表者名 郵便番号

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ -

Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種

＜グループ構成員記入用リスト＞Ⅷ．Ⅰ～Ⅶ以外の業種（畳、瓦、襖等の住宅資材の供給事業者等）

構成員
番号

所在地 電話番号



＜様式３－１＞

年

◎、○
記入欄

◎

◎

○

○

◎、○
記入欄

a
①-1 用材の寸法規格化 □ ■ ◎

①-2 使用建材の統一 □ ■ ○

①-3 標準仕様の設定 □ ■ ◎

②-1 建材・資材調達の共同化 □ ■ ○

②-2 調達事務の合理化 □ ■ ◎

③
生産の合理化等に向けた
検討委員会等の設置 □ ■ ○

④
生産の合理化等に向けて
事務局が果たす役割 □ ■ ◎

b.
①

グループの信頼性向上に
向けた施工基準 □ ■ ○

②
グループの信頼性向上に 
向けた検査ルール □ ■ ◎

③
グループの信頼性向上に
向けた見積・積算のルー
ル

□ ■ ○

④
グループの信頼性向上に
向けたその他の具体的取
組

□ ■ ○

※）

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

　

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）

２．グループの名称・結成年（必須）

ない ある　 → 内容： 為替等の影響も考慮しなければならないが、基本見積りの有効期限は３ヶ月とする。

ない ある　 → 内容：
希望されるお施主さまに対しては、原木供給の段階から見学していただき実際に確認して
いただきながら納得していただけるよう努める。

ない ある　 → 内容： グループ内の標準施仕様に対してのチェックリストを作成。

ない ある　 → 内容：
グループ内の標準施工仕様に対してのチェックリストを作成。長期優良、ゼロエネ、低炭
素住宅等はジャパン建材のＪＫサポートセンターにてチェックを行う。

行っていない 行っている→ 内容： 事務局と各構成員による使用建材の選定を年数回開催する。

ない ある　 → 内容：

検討委員会で選定された使用建材に対しての仕様書の作成や会報等の発行を行う。

行っていない 行っている→ 内容：

施工構成員に対してグループで使用する建材、資材の共通リストを作成し、統一意識を持
つ。

行っていない 行っている→ 内容：

各構成員に対して統一の書類を作成し合理化を図る。

行っていない 行っている→ 内容：

建材は部材ごとに統一し、流通経路を明確化する。

行っていない 行っている→ 内容：

加工量の多い通し柱は３，５寸、４寸に関わらず基本桧とする。

イ．効率的な住宅生産体制の整備

【平成29年度対応方針】

行っていない 行っている→ 内容：

外回り部分の２Ｆ床桁は６寸以上、小屋組みは５寸以上とする。

③地域の気候・風土等に根差した
　 地域型住宅のデザインルール

少子高齢化を考慮した設計を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝
統的な建物や周辺の景観との調和がとれるデザインとする。

④ ①～③の背景

山口県東部周辺地域は温暖な気候の地域で、良質の木材産地である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
供給対象地域は比較的自然災害の少ない地域で、災害に対して油断しがちではないかと思われる。

⑤その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　　のルール・目標があれば記入
       してください。

岩国市のシンボルでもある木造橋の錦帯橋。そのお膝元でもある錦川流域財を多く活用することにより、山林設備の充実それに伴い河川
や海の水質保全に貢献できればと考える。

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅）の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ア．特徴ある地域型住宅の目標設定

【平成29年度対応方針】

①地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の重視する性能

山、川、海と温暖な気候の下、豊かな自然に囲まれた山口県東部地域。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｈ２５年度省エネ基準（以後次世代基準とする）を標準とした地域に沿った仕様を目指す。

②地域の気候・風土等に根差し
   た地域型住宅の建て方や様式

山口県、広島県、愛媛県は良質の木材産地であり、その地域材を木造軸組み工法を基に主要構造材の過半以上を使用する。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後起きうるであろう災害（主に地震）に備えてできる限り耐力面材を用いた工法を推奨
する。

いわくに　地域住宅協議会 2016
３．過去のグリーン化事業採択グループ番号（必須） 04-0353-0634

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

錦川流域住宅 山口県　　広島県　　山口県東部周辺
(グループの名称） （結成年）



＜様式３－２＞

年

◎、○
記入欄

a

① 住宅履歴情報の蓄積

①-1 内容・蓄積の共通ルール □ ■ ○

①-2 情報サービス機関の活用 □ ■ ◎

①-3 履歴情報蓄積の確認手法 □ ■ ○

② メンテナンス基準の整備

②-1 点検の共通ルール □ ■ ○

②-2 補修の共通ルール ■ □

②-3 点検補修実施の確認手法 ■ □

③ 住まいの管理

③-1 住まい管理勉強会の実施 □ ■ ○

③-2 DIY体験会等の実施 □ ■ ○

③-3 その他の相談会等の実施 □ ■ ○

④ 維持管理委員会等の設置 ■ □

⑤ その他の維持管理の手法 □ ■ ○

b
①

グループ構成員の倒産廃業
時のバックアップルール □ ■ ○

②
過去の瑕疵内容等に学ぶ
勉強会の実施 □ ■ ○

◎

◎、○
記入欄

a
①

未経験工務店等への施工
技術研修会等の開催 □ ■ ○

②-1
品質管理のための共通
ルール □ ■ ◎

②-2
上記共通ルールが守られ
ていることの確認手法 □ ■ ○

③-1 需給計画の策定 □ ■ ○

③-2
技術力向上のための中長
期的な計画 □ ■ ◎

④
③に基づく業種ごとの合
理化の取組 □ ■ ○

b
①-1

省エネ技術講習会への施
工事業者社員の参加人数

①-2
省エネ技術講習会への請
負技能者等の参加人数

②
省エネ技術講習会への参
加促進のための取組 □ ■ ◎

ｃ
① 新たな技術等の導入 □ ■ ○

② 新たな技術等の開発 ■ □

※）

その他
   ※上記項目以外でグループ独自
　　   のルール・目標があれば記入
        してください。

行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）

２．グループの名称・結成年月（必須）

ない ある  → 内容： 現在、最終目標とするゼロエネ住宅に加え、耐震も強化したい。

ない ある  → 内容：

昨年度までの終了者
数

今年度の参加目標人数 3

ない ある  → 内容： 未参加の構成員に対して事務局より案内をする。

ない ある  → 内容： グループ内での知識や技術向上の勉強会を開催する。

昨年度までの終了者
数

8 今年度の参加目標人数 10

ない ある  → 内容： 地域の人口増減、または職人不足でもあると思われるのでグループ内でのサポートを充実させたい。

ない ある  → 内容： 職人不足の解消、若返り。

ない ある  → 内容： 供給構成員等で共通ルールを作成する。

ない ある  → 内容： 定期的にチェックできる体制を構築する。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

当グループの構成員はジャパン建材の運営する『快適充実の家』に入会していただき、申請サポート、住宅履歴の図書館（顧客情報管
理、定期点検）を活用して、グループ内での統一意識を目指す。

エ．グループの技術力の向上

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 施工構成員のほとんどが補助金申請レベルの物件未経験なので、勉強会を開催する。

ない ある  → 内容： 万が一構成員の倒産、廃業が発生した場合、グループ内で今後の対応を検討する。

ない ある  → 内容： 過去の事例を参考に勉強会等を開催する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 『快適充実の家』の住宅履歴の図書館（定期点検）を活用する。

ない ある  → 内容： 引渡しや引越し時に点検、手入れ方法の仕方など説明する。

ない ある  → 内容： 施工構成員より依頼があれば事務局でまとめ、相談会等を開催する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 年数回、ＪＫサポートセンターによる勉強会を開催する。

ない ある  → 内容： 『快適充実の家』の住宅履歴の図書館（定期点検）を活用する。

ない ある  → 内容：

ない ある  → 内容： 『快適充実の家』の住宅履歴の図書館を活用する。

ない ある  → 内容： 『快適充実の家』の住宅履歴の図書館の登録証明書（写）を活用する。

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容おいて「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

ウ．長期にわたる住宅メンテナンス体制の整備

【平成29年度対応方針】

ない ある  → 内容： 『快適充実の家』の住宅履歴の図書館（顧客情報管理）を活用する。

いわくに　地域住宅協議会 2016
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 04-0353-0634

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

錦川流域住宅 山口県　　広島県　　山口県東部周辺
(グループの名称） （結成年）



＜様式３－３＞

年

◎、○
記入欄

a

①

地域材利用に関する

共通

ルール（必須）

◎

②
地域材利用の1棟当

たりの割合（必須）
□ ■ □

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

④
地域材の流れ（フロー図）
などグループの取組に関
する補足説明

b
①-1 地域材在庫把握の仕組 □ ■ ○

①-2 地域材価格の共有の仕組 □ ■ ○

②
グループ全体における地
域材の需給予測 □ ■ ○

c
①-1 畳の活用 □ ■ ○

①-2 和瓦の活用 □ □ ○

①-3 襖の活用 ■ □

①-4 障子の活用 ■ □

②-1
その他地域の伝統的な素
材の活用 ■ □

②-2
その他地域の伝統的な意
匠の活用 ■ □

d
①

地域の伝統的なデザイン
を継承する取組 □ ■ ○

②
地域の住まい方の継承に
つながる取組 □ ■ ○

③
地域の街並み形成へ寄与
する取組 □ ■ ○

④
和の住まいの要素を取入
れた取組 □ ■ ○

◎、○
記入欄

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

③
標準的な地域材の使

用部位 （必須）

◎

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）

２．グループの名称・結成年月（必須）

主要構造材

カ．その他

【平成29年度対応方針】

東日本大震災の復興に資する取組

平成28年熊本地震の復興に資する取
組

行っていない 行っている→ 内容： 内装はもとより、外観にも取り入れるようにする。

その他
　※上記項目以外でグループ独自
　　  のルール・目標があれば記入
       してください。

行っていない 行っている→ 内容： 地元の環境に沿った住まい方を心がける。

行っていない 行っている→ 内容： 周辺環境は最大限に考慮する。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： 周辺住宅を考慮してデザインするものとする。

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： ４０坪

行っていない 行っている→ 内容：

行っていない 行っている→ 内容： 安定して供給できる見通し。

行っていない 行っている→ 内容： １２枚

ない ある  → 内容： 事務局で情報を収集し随時提供する。

ない ある  → 内容： 事務局主導で行い、情報を提供する。

造作材 枠材、廻縁等： 使用していない 使用している

板材 壁板、床板等： 使用していない 使用している

梁・桁等の横架材等： 使用していない 使用している

羽柄材 間柱、根太、垂木等： 使用していない 使用している

土台： 使用していない 使用している

柱： 使用していない 使用している

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み　※記入した内容において「必ず実施する取組み」の場合は◎印、「グループが目指す目標」の場合は○印を右欄に記入してください。
                                                                                    ※住宅と建築物（非住宅））の両方を申請する場合において、取組に違いがある場合は、その旨を具体的に記入してください。

オ．地域の産業・住文化・景観等への寄与

【平成29年度対応方針】

・通し柱、土台は基本桧。　　　杉は柱、梁、桁に使用ｙする。　　　・米松は梁、桁、羽柄材に使用。

50％未満 50％以上 80％以上

いわくに　地域住宅協議会 2016
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 04-0353-0634

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（長寿命型・高度省エネ型・優良建築物型共通）

（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

錦川流域住宅 山口県　　広島県　　山口県東部周辺
(グループの名称） （結成年）

Ⅰ 原木供給事業者

Ⅱ 製材事業者

Ⅲ 建材流通事業者

Ⅳ プレカット事業者 Ⅴ 設計事業者

Ⅵ 施工事業者

連 携

地 域 材 経 路



＜様式３－４＞

年

※） 行の高さについては記載する文章の長さなどにより適宜、調整して下さい。

４．地域型住宅グリーン化事業のねらいに対する取り組み

キ．グループが取組む木造住宅・建築物の特徴
　※この項目は、高度省エネ型、優良建築物型を申請するグループのみ記入してください。 
　※申請に係る認定低炭素住宅、性能向上計画認定住宅、ゼロ・エネルギー住宅、優良建築物の性能や特徴等について記入してください。

１．地域型住宅の名称・対象地域（必須）

２．グループの名称・結成年月（必須）

仕様に関してはほぼ前年度を引き継ぐ。

前年度低炭素住宅を経験してみて、断熱は比較的クリアしやすいので１段階上の
仕様を目指す。
ゼロエネルギー住宅は今年度なんとしても配当棟数をクリアできるよう施工業者様
と協力したい。
ゼロエネの設定基準数値はあるものの出来る限り高い仕様にできるように努める。

いわくに　地域住宅協議会 2016
３．過去のブランド化事業採択グループ番号（必須） 04-0353-0634

＜地域型住宅グリーン化事業に対する取り組み＞（高度省エネ型・優良建築物型のみ）

（地域型住宅の名称） （地域型住宅供給対象地域）

錦川流域住宅 山口県　　広島県　　山口県東部周辺
(グループの名称） （結成年）


